　化学反応式

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

「水の電気分解」を化学反応式で書けるようになろう
水の電気分解　「　水　→　水素　＋　酸素　」　を世界標準にしよう

１．まずは、電気分解の様子を　約3000万倍　に拡大した分子の図を簡単に書く。
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２．図の中のたくさんの分子を１つ代表する、記号を確認する。（気体の場合や金属の場合は気をつける）
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３．それぞれの化学式の図を書く。（ここからは，水素が男の子，酸素が女の子として考えるとやりやすい）
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↓分子の図を描く
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◎矢印の左側と右側で、原子の図の数が同じでないと・・・
◎原子の約束（普通は，勝手に増えない，なくならない）を守る
ヒント：水（水素君2人酸素さん１人）から，水素分子（水素君２人と，酸素分子（酸素さん２人）作る。（無理だろ）
酸素さんがひとりぼっちになってしまう・・・　もう1人酸素さんがいれば・・・
→　どこにいるか？　→　１．の図を見ると　　（　　　　　　　　　　）　にたくさんいる！
４．ひとりぼっちの酸素さんは相手がいないのでさみしくなる。
　→どうするか（　　近くにいる、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５．「どうするか」を図の個数を調節して表してみる
→　　　　　　　　　　　＋
６．もう一度，原子の図の数が合っているか確認をする。
７．最後に図を記号に直す。水素分子H2　が2セットならば，　２（H2）＝２H2と表す。
→　　　　　　　　　　＋
８．完成！

酸化銀　の　熱分解
☆日本語：　　酸化銀　　　　→　　　　酸素　　　　　＋　　　　銀

化学反応式：（　　　　　　）　　→　　（　　　　　　）　＋　（　　　　　　）
図：　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　　＋
数を合わせる↓

化学反応式：（　　　　　　）　　→　　（　　　　　　）　＋　（　　　　　　）　　完成

炭酸水素ナトリウム　（ふくらし粉）　の　熱分解
☆日本語：　炭酸水素ナトリウム　　　→　　炭酸ナトリウム　＋　　二酸化炭素　＋　　　水

化学反応式：（　　　　　　　　　　　）　→　（　　　　　　　）＋（　　　　　　）＋（　　　　　）

図：　　　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　＋

数を合わせる↓

化学反応式：（　　　　　　　　　　　）　→　（　　　　　　　）＋（　　　　　　）＋（　　　　　）

まとめ

化学反応式は、矢印の前後で原子の数が　　　　　　　　　　に調整する
